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明
治
６
年

栃
木
県
と
宇
都
宮
県
が
合
併
し
、
栃
木

町
に
県
庁
が
置
か
れ
る
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４
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廃
藩
置
県
に
よ
り
栃
木
県
が
設
置
さ

れ
る明

治
17
年

県
庁
が
宇
都
宮
に
移
転
す
る

明
治
39
年

谷
中
村
を
藤
岡
町
に
編
入
す
る

昭
和
12
年

栃
木
町
が
市
政
を
施
行
し
、
栃
木
市
と

な
る昭

和
29
年

大
宮
村
、
皆
川
村
、
吹
上
村
、
寺
尾
村

を
栃
木
市
に
編
入
す
る

昭
和
30
年

藤
岡
町
、
赤
麻
村
、
三
鴨
村
、
部
屋
村

が
合
併
し
、
藤
岡
町
（
新
）
と
な
る

家
中
村
、
赤
津
村
が
合
併
し
、
都
賀
村

と
な
る

歴
史
探
訪
〜
栃
木
県
庁
の
名
残
を
た
ど
る
〜

令
和
５
年
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
栃
木
県
の
県
域
が
定
ま
っ
て
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
で
す
。
栃
木
県
と
い
う
名
称
で
あ
り
な
が
ら
、
県
庁
所

在
地
が
栃
木
市
で
は
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
栃
木
県
の
最
初
の
県
庁
は
、
栃
木
県
栃
木
町
（
現

在
の
栃
木
市
）に
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、栃
木
県
の
県
庁
が
栃
木
か
ら
宇
都
宮
に
移
っ
て
い
っ
た
歴
史
と
今
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

栃
木
県
庁
の
歴
史

　
現
在
、
栃
木
県
の
県
庁
所
在
地
は
、
宇
都
宮
市

だ
が
、
栃
木
県
が
誕
生
し
た
明
治
６
年
（
１
８
７

３
年
）
か
ら
、
宇
都
宮
町
（
現
在
の
宇
都
宮
市
）

に
県
庁
が
移
転
し
た
明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）

ま
で
の
間
は
、栃
木
町
に
県
庁
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
栃
木
県
と
い
う
名
称
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７

１
年
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
栃
木
県
の
基
と
な
る
下

野
国
が
、「
栃
木
県
」
と
「
宇
都
宮
県
」
に
整
理

さ
れ
た
こ
と
に
発
す
る
。
こ
の
時
、
栃
木
県
の
管

轄
は
足
利
郡
、
梁
田
郡
、
寒
川
郡
、
安
蘇
郡
、
都

賀
郡
の
ほ
か
、
上
野
国
の
邑
楽
郡
、
新
田
郡
、
山

田
郡
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
明
治
６
年
（
１
８
７

３
年
）、「
宇
都
宮
県
」が「
栃
木
県
」に
統
合
さ
れ
、

ほ
ぼ
現
在
の
栃
木
県
の
県
域
が
定
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
上
野
国
の
３
つ
の
郡
は
、
明
治
９
年
（
１
８

７
６
年
）
に
群
馬
県
に
統
合
さ
れ
た
。

県
庁
跡
地
を
歩
く

　
栃
木
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
清
田
照
子

会
長
の
案
内
で
、
か
つ
て
栃
木
県
庁
が
あ
っ
た
場

所
辺
り
を
散
策
す
る
と
、
そ
こ
で
栃
木
県
の
起
源

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
栃
木
市
役
所
の
西
側
に
あ
る
県
庁
堀
の
前
で
、

清
田
会
長
と
待
ち
合
わ
せ
し
、
そ
の
ま
ま
堀
に

沿
っ
て
歩
き
始
め
る
と
、
堀
の
中
の
鯉
た
ち
が
近

寄
っ
て
く
る
。「
足
音
が
す
る
と
、
餌
が
も
ら
え

る
と
思
っ
て
近
づ
い
て
く
る
の
よ
。
か
わ
い
い
で

し
ょ
」
と
清
田
会
長
。

　
東
西
約
２
４
６
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
３
１
５

メ
ー
ト
ル
の
方
形
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
県
庁
堀
の
内

側
が
、
栃
木
県
庁
の
敷
地
で
、
県
庁
堀
は
１
５

０
年
前
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
。
当
時
は
県
庁
舎

以
外
に
、
県
令
や
参
事
、
官
吏
（
役
人
）
の
住
居

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
て
、
市
内
中
心
を
流
れ

る
巴
波
川
と
県
庁
堀
の
間
に
は
、
県
庁
に
直
接
舟

が
着
く
よ
う
に
造
ら
れ
た
長
さ
１
２
０
メ
ー
ト
ル

の
堀
（
漕
渠
）
も
、
現
存
し
て
い
る
。

　
「
県
庁
が
宇
都
宮
に
移
転
し
た
こ
と
を
残
念
が

る
話
が
多
い
け
ど
、
私
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
か
ら
、

県
庁
が
宇
都
宮
に
移
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
蔵
の

街
が
残
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
」

　
確
か
に
、
県
庁
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
な
ら

ば
、
近
代
化
に
よ
り
、
県
庁
堀
や
蔵
が
取
り
壊

さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
県
庁
移
転

に
つ
い
て
は
様
々
な
説
が
あ
り
、
宇
都
宮
に
県

庁
が
移
転
し
た
こ
と
で
、
発
展
が
遅
れ
た
と
残

念
に
思
う
市
民
も
い
る
よ
う
だ
が
、
清
田
会
長

の
よ
う
に
前
向
き
に
解
釈
し
て
、
そ
れ
を
観
光

案
内
に
活
か
し
て
い
く
姿
勢
は
、
と
て
も
粋
に

映
っ
た
。

移
転
後
に
残
っ
た
も
の

　
県
庁
移
転
後
の
敷
地
に
は
、
明
治
29
年
（
１
８

９
６
年
）
に
県
立
栃
木
高
等
学
校
の
前
身
と
な
る

栃
木
県
尋
常
中
学
校
栃
木
分
校
が
開
校
し
、
明
治

43
年
（
１
９
１
０
年
）
に
建
て
ら
れ
た
講
堂
は
、

今
で
も
生
徒
に
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
。
大
正

10
年
（
１
９
２
１
年
）
に
は
栃
木
町
役
場
が
建

て
ら
れ
、
現
在
は
栃
木
市
立
文
学
館
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。
県
庁
堀
は
、
毎
年
、
栃
木
高

校
の
生
徒
の
手
に
よ
り
除
草
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
昭
和
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
多
く

の
古
い
建
物
が
建
て
替
え
ら
れ
て
き
た
中
、
歴

史
的
な
も
の
が
市
民
に
守
ら
れ
て
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
地
域
の
宝
と
言
え
る
。

　
清
田
会
長
は
今
ま
で
の
人
生
の
ほ
ぼ
半
分
を
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
。

自
身
が
旅
行
に
行
っ
た
際
に
、
地
元
の
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
思
い
出
に
残
る
良
い
旅
行
が
で
き

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
せ
っ
か
く
栃
木
市
を

訪
れ
た
観
光
客
に
、
楽
し
い
思
い
出
を
残
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
た
と
言
う
。

　
日
々
の
観
光
客
と
の
一
期
一
会
の
出
会
い
が
一

番
の
魅
力
で
あ
り
、
観
光
案
内
を
き
っ
か
け
に
、

10
数
年
後
に
再
会
し
た
り
、
毎
年
連
絡
を
取
り
合

う
よ
う
に
な
っ
た
人
と
も
出
会
え
た
と
言
う
。「
誰

で
も
旅
行
に
行
っ
た
ら
良
い
思
い
出
を
作
り
た
い

で
し
ょ
。
だ
か
ら
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
」
と
笑
い
な
が
ら
語
る
。

　
こ
ん
な
素
敵
な
人
に
観
光
案
内
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
の
も
、
栃
木
県
発
祥
の
地
、
栃
木
市
の
魅

力
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1

栃
木
県
発
祥
１
５
０
年 

栃
木
市
歴
史
年
表

栃木市観光ボランティア協会 清田会長

そ
う
き
ょ

う
ず
ま
が
わ
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（
1
9
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6
年
）
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年
）
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1
9
6
1
年
）
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1
9
6
2
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）

（
1
9
6
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年
）

（
1
9
9
4
年
）

（
2
0
1
0
年
）

（
2
0
1
1
年
）

（
2
0
1
4
年
）

昭
和
31
年

富
山
村
、
瑞
穂
村
、
水
代
村
が
合
併
し
、

大
平
村
と
な
る

昭
和
36
年

大
平
村
が
町
政
を
施
行
し
、
大
平
町
と

な
る昭

和
37
年

岩
舟
村
が
町
政
を
施
行
し
、
岩
舟
町
と

な
る昭

和
38
年

都
賀
村
が
町
政
を
施
行
し
、
都
賀
町
と

な
る平

成
６
年

西
方
村
が
町
政
を
施
行
し
、
西
方
町
と

な
る平

成
22
年

栃
木
市
、
大
平
町
、
藤
岡
町
、
都
賀
町

が
合
併
し
、
栃
木
市
（
新
）
と
な
る

平
成
23
年

西
方
町
を
編
入
す
る

平
成
26
年

岩
舟
町
を
編
入
す
る

昭
和
32
年

国
府
村
を
栃
木
市
に
編
入
す
る

岩
舟
村
、
小
野
寺
村
、
静
和
村
が
合
併

し
、
岩
舟
村
（
新
）
と
な
る

西
方
村
、
真
名
子
村
が
合
併
し
、
西
方

村
と
な
る

栃
木
県
庁
の
歴
史

　
現
在
、
栃
木
県
の
県
庁
所
在
地
は
、
宇
都
宮
市

だ
が
、
栃
木
県
が
誕
生
し
た
明
治
６
年
（
１
８
７

３
年
）
か
ら
、
宇
都
宮
町
（
現
在
の
宇
都
宮
市
）

に
県
庁
が
移
転
し
た
明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）

ま
で
の
間
は
、栃
木
町
に
県
庁
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
栃
木
県
と
い
う
名
称
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７

１
年
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
栃
木
県
の
基
と
な
る
下

野
国
が
、「
栃
木
県
」
と
「
宇
都
宮
県
」
に
整
理

さ
れ
た
こ
と
に
発
す
る
。
こ
の
時
、
栃
木
県
の
管

轄
は
足
利
郡
、
梁
田
郡
、
寒
川
郡
、
安
蘇
郡
、
都

賀
郡
の
ほ
か
、
上
野
国
の
邑
楽
郡
、
新
田
郡
、
山

田
郡
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
明
治
６
年
（
１
８
７

３
年
）、「
宇
都
宮
県
」が「
栃
木
県
」に
統
合
さ
れ
、

ほ
ぼ
現
在
の
栃
木
県
の
県
域
が
定
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
上
野
国
の
３
つ
の
郡
は
、
明
治
９
年
（
１
８

７
６
年
）
に
群
馬
県
に
統
合
さ
れ
た
。

県
庁
跡
地
を
歩
く

　
栃
木
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
清
田
照
子

会
長
の
案
内
で
、
か
つ
て
栃
木
県
庁
が
あ
っ
た
場

所
辺
り
を
散
策
す
る
と
、
そ
こ
で
栃
木
県
の
起
源

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
栃
木
市
役
所
の
西
側
に
あ
る
県
庁
堀
の
前
で
、

清
田
会
長
と
待
ち
合
わ
せ
し
、
そ
の
ま
ま
堀
に

沿
っ
て
歩
き
始
め
る
と
、
堀
の
中
の
鯉
た
ち
が
近

寄
っ
て
く
る
。「
足
音
が
す
る
と
、
餌
が
も
ら
え

る
と
思
っ
て
近
づ
い
て
く
る
の
よ
。
か
わ
い
い
で

し
ょ
」
と
清
田
会
長
。

　
東
西
約
２
４
６
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
３
１
５

メ
ー
ト
ル
の
方
形
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
県
庁
堀
の
内

側
が
、
栃
木
県
庁
の
敷
地
で
、
県
庁
堀
は
１
５

０
年
前
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
。
当
時
は
県
庁
舎

以
外
に
、
県
令
や
参
事
、
官
吏
（
役
人
）
の
住
居

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
て
、
市
内
中
心
を
流
れ

る
巴
波
川
と
県
庁
堀
の
間
に
は
、
県
庁
に
直
接
舟

が
着
く
よ
う
に
造
ら
れ
た
長
さ
１
２
０
メ
ー
ト
ル

の
堀
（
漕
渠
）
も
、
現
存
し
て
い
る
。

　
「
県
庁
が
宇
都
宮
に
移
転
し
た
こ
と
を
残
念
が

る
話
が
多
い
け
ど
、
私
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
か
ら
、

県
庁
が
宇
都
宮
に
移
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
蔵
の

街
が
残
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
」

　
確
か
に
、
県
庁
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
な
ら

ば
、
近
代
化
に
よ
り
、
県
庁
堀
や
蔵
が
取
り
壊

さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
県
庁
移
転

に
つ
い
て
は
様
々
な
説
が
あ
り
、
宇
都
宮
に
県

庁
が
移
転
し
た
こ
と
で
、
発
展
が
遅
れ
た
と
残

念
に
思
う
市
民
も
い
る
よ
う
だ
が
、
清
田
会
長

の
よ
う
に
前
向
き
に
解
釈
し
て
、
そ
れ
を
観
光

案
内
に
活
か
し
て
い
く
姿
勢
は
、
と
て
も
粋
に

映
っ
た
。

移
転
後
に
残
っ
た
も
の

　
県
庁
移
転
後
の
敷
地
に
は
、
明
治
29
年
（
１
８

９
６
年
）
に
県
立
栃
木
高
等
学
校
の
前
身
と
な
る

栃
木
県
尋
常
中
学
校
栃
木
分
校
が
開
校
し
、
明
治

43
年
（
１
９
１
０
年
）
に
建
て
ら
れ
た
講
堂
は
、

今
で
も
生
徒
に
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
。
大
正

10
年
（
１
９
２
１
年
）
に
は
栃
木
町
役
場
が
建

て
ら
れ
、
現
在
は
栃
木
市
立
文
学
館
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。
県
庁
堀
は
、
毎
年
、
栃
木
高

校
の
生
徒
の
手
に
よ
り
除
草
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
昭
和
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
多
く

の
古
い
建
物
が
建
て
替
え
ら
れ
て
き
た
中
、
歴

史
的
な
も
の
が
市
民
に
守
ら
れ
て
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
地
域
の
宝
と
言
え
る
。

　
清
田
会
長
は
今
ま
で
の
人
生
の
ほ
ぼ
半
分
を
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
。

自
身
が
旅
行
に
行
っ
た
際
に
、
地
元
の
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
思
い
出
に
残
る
良
い
旅
行
が
で
き

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
せ
っ
か
く
栃
木
市
を

訪
れ
た
観
光
客
に
、
楽
し
い
思
い
出
を
残
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
た
と
言
う
。

　
日
々
の
観
光
客
と
の
一
期
一
会
の
出
会
い
が
一

番
の
魅
力
で
あ
り
、
観
光
案
内
を
き
っ
か
け
に
、

10
数
年
後
に
再
会
し
た
り
、
毎
年
連
絡
を
取
り
合

う
よ
う
に
な
っ
た
人
と
も
出
会
え
た
と
言
う
。「
誰

で
も
旅
行
に
行
っ
た
ら
良
い
思
い
出
を
作
り
た
い

で
し
ょ
。
だ
か
ら
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
」
と
笑
い
な
が
ら
語
る
。

　
こ
ん
な
素
敵
な
人
に
観
光
案
内
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
の
も
、
栃
木
県
発
祥
の
地
、
栃
木
市
の
魅

力
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2

官吏住居官吏住居小参事住居小参事住居

大参事住居大参事住居

表門表門

県令住居県令住居

県庁堀県庁堀

県庁庁舎県庁庁舎

県庁堀を除草する栃木高校の生徒

旧栃木県庁の敷地図



神
明
宮
は
「
栃
木
の
お
伊
勢
さ
ま
」
と
し
て
市
民
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
頃
に
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
か
？

　
神
明
宮
は
室
町
時
代
に
創
建
さ
れ
、
当
時
は
神
田
町
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
皆
川
広
照
が
栃
木
城
を
建
て
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、

安
土
桃
山
時
代
に
今
の
場
所
に
遷
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
の
拝
殿
は
明
治
８
年
に
建
て
ら
れ
、
本
殿
は
明
治
16
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
栃
木
町
に
県
庁
が
置
か
れ
た
こ
と
で
神
明
宮
は
県
社
と
な
り
、
境
内

に
栃
木
県
中
教
院
（
神
職
や
僧
侶
の
道
場
）の
講
堂
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
中
教
院
が
廃
止
さ
れ
て
神
明
宮
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
在
の
拝
殿

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
れ
を
機
に
、本
殿
を
伊
勢
神
宮
の
内
宮
に
習
っ

た
神
明
造
り
と
い
う
建
築
様
式
で
新
築
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
神
明
宮
は
栃
木
県
の
歴
史
と
と
も
に
あ
る
と
言
え
ま
す
ね
。

本
殿
と
い
え
ば
、屋
根
の「
千
木
」が
10
本
に
見
え
た
こ
と
か
ら「
十
」の「
千
木
」

つ
ま
り
「
十
千
木
」
が
栃
木
の
由
来
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
先
ほ
ど
の
話
の
様
に
、
今
の
本
殿
が
建
て
ら
れ
た
の
は
県
庁
が
移
転
し
た

後
で
す
し
、
そ
れ
以
前
は
お
そ
ら
く
別
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
千
木

が
10
本
あ
っ
た
と
い
う
説
は
言
い
伝
え
だ
と
思
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
旧
栃
木
市
の
市
章
に
千
木
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
市
民
に

と
っ
て
は
神
明
宮
の
千
木
は
特
別
な
も
の
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。栃
木
の「
栃
」

の
字
の
つ
く
り
の
「
万
」
が
「
千
が
十
集
ま
る
と
万
に
な
る
」
と
い
う
話
も

浪
漫
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
だ
け
、栃
木
市
民
に
と
っ
て
は
神
明
宮
は
特
別
な
場
所
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
神
明
宮
は
栃
木
県
庁
が
な
け
れ
ば
今
の
形
に
は
な
ら
な
か
っ
た
し
、
県
庁

が
移
転
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
今
の
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
良
い
こ
と
も
、
悪
い
こ
と
も
、
そ
う
い
っ
た
過
去
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、「
栃
木
の
お
伊
勢
さ
ま
」
と
し
て
栃
木
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
神
明
宮
が

あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
発
祥
の
地
〜
栃
木
市
を
語
る
〜

3

＃001＃001

神
明
宮

神
明
宮

栃
木
県
発
祥
の
地
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史

「
栃
木
の
お
伊
勢
さ
ま
」
と
「
栃
」
の
字
の
秘
密

　
栃
木
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、天
照
皇

大
神
を
祀
る
神
社
で
す
。
室
町
時
代
中
期

に
伊
勢
神
宮
か
ら
分
霊
を
受
け
創
建
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
土
桃
山
時

代
に
皆
川
広
照
の
栃
木
城
築
城
に
と
も

な
っ
て
現
在
地
に
移
さ
れ
、
栃
木
町
の
成

立
に
か
か
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
本

殿
は
古
式
を
守
っ
た
本
格
的
な
神
明
造

り
の
神
社
建
築
で
あ
り
、
建
築
当
初
の

姿
を
現
在
も
と
ど
め
て
い
ま
す
。

神
明
宮

栃
木
市
旭
町
2
6-

3
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蔵の街遊覧船マネージャー

中村明雄氏

栃
木
県
庁
が
栃
木
町
に
置
か
れ
た
理
由
の
一
つ
に
、
巴
波
川
で
の
舟
運
が
関

係
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
舟
運
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

た
の
で
す
か
？

　
栃
木
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
巴
波
川
は
、
母
な
る
川
と
言
わ
れ
て
い
て
、

栃
木
町
の
発
展
に
と
っ
て
巴
波
川
の
舟
運
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

し
た
。

　
江
戸
時
代
に
、
栃
木
の
商
人
は
舟
を
使
っ
て
江
戸
と
の
交
易
を
行
い
、
多

く
の
財
を
な
し
ま
し
た
。
当
時
は
船
で
江
戸
ま
で
下
る
こ
と
が
で
き
、
明
治

時
代
に
は
ま
だ
、
鉄
道
も
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
舟

運
は
主
要
な
交
易
の
手
段
で
し
た
。

　
巴
波
川
か
ら
県
庁
堀
ま
で
水
路
が
つ
な
が
っ
て
い
て
、
当
時
は
県
庁
ま
で

直
接
舟
が
行
き
来
し
て
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

栃
木
県
庁
と
舟
運
に
深
い
関
係
が
あ
る
の
が
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

　
こ
の
よ
う
に
、
栃
木
市
の
歴
史
に
と
っ
て
舟
運
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
て
、
蔵
の
街
遊
覧
船
で
は
、
そ
の
様
子
を
現
代
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

今
や
蔵
の
街
遊
覧
船
は
、
栃
木
市
の
代
名
詞
の
一
つ
で
す
か
ら
ね
。
蔵
の
街

遊
覧
船
は
ど
う
や
っ
て
始
ま
っ
た
の
で
す
か
？

　
も
と
も
と
は
う
ず
ま
川
遊
会
と
い
う
団
体
が
、
巴
波
川
に
舟
を
浮
か
べ
て

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
た
の
が
始
ま
り
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
見
て
舟
に
の
り

た
い
と
い
う
観
光
客
が
現
れ
始
め
た
の
で
、
有
料
で
観
光
客
を
乗
せ
て
ま
ち

お
こ
し
を
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
蔵
の
街
遊
覧
船
で
す
。

　
舟
か
ら
景
色
を
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
舟
運
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、
栃

木
市
の
歴
史
、
江
戸
文
化
や
巴
波
川
の
環
境
に
つ
い
て
な
ど
様
々
な
こ
と

を
観
光
客
に
伝
え
て
い
ま
す
。

た
だ
遊
覧
船
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
遊
覧
船
を
通
し
て
栃
木

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

市
民
の
力
に
よ
っ
て
古
い
街
並
み
や
歴
史
が
今
現
在
も
残
っ
て
い
る
、
そ

ん
な
栃
木
市
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
こ
の
栃
木
市
を
こ
れ
か
ら
も

残
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
皆
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
、
遊
覧
船
に
遊
び
に

来
た
観
光
客
に
、
そ
の
思
い
が
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

4

＃002＃002

巴
波
川

巴
波
川
「
母
な
る
川
」、
巴
波
川

　
舟
運
に
よ
り
、
江
戸
か
ら
物
資
の
み

な
ら
ず
多
く
の
文
化
が
流
入
し
、
小
江

戸
と
呼
ば
れ
て
い
る
栃
木
市
。

　
そ
の
当
時
の
舟
運
を
再
現
す
る
蔵
の

街
遊
覧
船
で
は
、
街
中
を
流
れ
る
巴
波

川
の
川
面
か
ら
、
情
緒
あ
る
蔵
の
街
並

み
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
船
上

で
は
、
粋
な
船
頭
が
巧
み
な
竿
さ
ば
き

で
「
栃
木
河
岸
船
頭
唄
」
と
共
に
栃
木

市
や
巴
波
川
の
歴
史
を
案
内
し
て
く
れ

ま
す
。

蔵
の
街
遊
覧
船

栃
木
市
倭
町
2-
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とちぎの山車祭り伝承会会長

佐山正樹氏

秋
祭
り
の
起
源
は
、
栃
木
県
庁
に
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
本
当
で
す
か
？

　
明
治
７
年
の
神
武
祭
に
、
静
御
前
の
山
車
と
諫
鼓
鳥
が
お
祝
と
し
て
出
た

の
が
秋
ま
つ
り
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
武
祭
は
、
古
事
記
に
出
て
く

る
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
の
お
祭
り
で
、
県
庁
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
始

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
に
昔
か
ら
山
車
は
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
の
静
御
前
や
諫
鼓
鳥

の
山
車
は
今
と
同
じ
物
な
ん
で
す
か
？

　
静
御
前
の
山
車
は
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
神
武
祭
に
合
わ
せ
て

江
戸
か
ら
買
い
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
諫
鼓
鳥
は
、
宇
都
宮
か

ら
買
い
付
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
今
の
も
の
よ
り
小
さ
か
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
て
、
現
在
の
諫
鼓
鳥
は
そ
れ
を
基
に
し
て
大
き
く
作
り
直
し
た
も

の
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
さ
ら
に
山
車
が
増
え
て
、
昭
和
12
年
の
栃
木
市
政
施
行
を
記
念
し

た
祭
以
降
は
、
山
車
ま
つ
り
と
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
今

は
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
ま
つ
り
に
そ
ん
な
歴
史
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
明
治
維
新
に
よ
り
、
江
戸
で
行
わ
れ
て
い
た
山
王
祭
が
廃
れ
、
多
く
の
江

戸
の
山
車
が
売
り
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
栃
木
は
舟
運
に
よ
り
、
江
戸
の
文
化

が
多
く
流
入
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
山
車
を
栃
木
で
活
か
そ
う
と
い
う

機
運
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
栃
木
町
に
県
庁
が
置
か
れ
た
こ
と
が
後
押
し
と

な
り
、
一
気
に
機
運
が
醸
成
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
な
の
で
、
秋
ま
つ
り
は

町
内
の
プ
ラ
イ
ド
、
自
分
た
ち
の
富
の
象
徴
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
そ
ん
な
歴
史
が
あ
っ
て
、
今
の
秋
ま
つ
り
が
あ
る
ん
で
す
が
、
今
は
後
継

者
不
足
で
ど
の
町
内
も
山
車
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
若
者
に

地
域
の
伝
統
文
化
に

親
し
ん
で
も
ら
っ

て
、
栃
木
市
の
プ
ラ

イ
ド
と
し
て
、
秋
ま

つ
り
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が

課
題
で
す
ね
。

5

栃
木
県
庁
に
「
秋
ま
つ
り
」の
歴
史
あ
り

　
現
在
、２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
と

ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
で
は
、
江
戸
末
期
か

ら
明
治
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ
た
見
事

な
彫
刻
と
刺
繍
が
ほ
ど
こ
し
て
あ
る
江

戸
型
人
形
山
車
と
、
一
対
の
獅
子
頭
が

蔵
の
街
大
通
り
に
姿
を
見
せ
ま
す
。
こ

の
「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
の
興
奮
を
い

つ
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
３
台
の

山
車
を
常
時
展
示
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
駆
使
し
た
映
像
と
光
の
演
出
で
「
と

ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

会
館
の
２
階
は
山
車
の
資
料
に
関
す
る

展
示
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
ち
ぎ
山
車
会
館

栃
木
市
万
町
３-

２
３
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こ
ど
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片岡写真館代表

片岡幸夫氏

片
岡
写
真
館
は
明
治
初
期
に
創
業
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

歴
史
が
あ
る
ん
で
す
か
？

　
片
岡
写
真
館
は
明
治
２
年
に
日
光
で
創
業
し
ま
し
た
。
初
代
の
片
岡
如
松

は
、
初
代
栃
木
県
令
の
鍋
島
貞
幹
に
誘
わ
れ
て
、
栃
木
市
の
今
の
場
所
に
移

り
住
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
片
岡
如
松
は
鍋
島
貞
幹
と
仲
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
撮
影
の
練
習

も
兼
ね
て
県
庁
や
学
校
な
ど
公
的
機
関
の
写
真
を
多
く
撮
影
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
当
時
の
撮
影
技
術
の
関
係
で
動
く
も
の
が
撮
影
し
に
く
か
っ
た
と
い

う
理
由
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
歴
史
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
片
岡
如
松
氏
が
撮
影
し
た

県
庁
や
県
庁
堀
の
写
真
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
県
庁
や
県
庁
堀
の
写
真
以
外
に
も
、
巴
波
川
や
神
明
宮
、
太
平
山
神
社
な

ど
の
建
物
や
、
巴
波
川
で
の
生
活
の
様
子
や
蔵
の
街
大
通
り
の
往
来
の
様
子

な
ど
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
色
々
な
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
初
期
に
写
真
館
を
開
業
し
て
か
ら
、
１
５
０
年
以
上
同
じ
場
所
で
営

業
し
、
戦
時
下
の
空
襲
の
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
で
も
多

く
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
自
分
が
５
代
目
に
な
る
の
で
す
が
、
先
祖
代
々
栃
木
市
の
ま
ち
の
風
景
を

撮
っ
て
き
た
の
で
、
場
所
は
同
じ
で
も
時
代
ご
と
に
違
う
景
色
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
蔵
の
街
大
通
り
や
太
平
山
は
、
当
時
と
同
じ
場
所
か
ら
写
真

を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
実
際
に
、
明
治
時
代
の
写
真
と
同
じ
構
図

で
撮
影
し
て
、
今
と
昔
の
景
色
を
見
比
べ
る
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
る
ん
で

す
よ
。

そ
の
時
々
の
写
真
が
当
時
の
歴
史
を
一
番
伝
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。

　
水
害
の
時
の
写
真
も
残
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
当
時
は
、
写
真
を
撮
る
こ

と
が
で
き
る
人
も
限
ら
れ
て
い
る
時
代
な
の
で
、
自
分
し
か
そ
の
時
の
状
況

を
写
真
に
残
せ
な
い
と
い
う
信
念
で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
も
二
度
の
水
害
の
時
は
、
必
死
に
動
画
で
記
録
を
残
し
て
い
た
ん
で

す
が
、
時
代
と
方
法
は
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
時
の
思
い
は
ご
先
祖
様
と
一
緒

で
す
ね
。

6

写
真
の
中
に
残
る
栃
木
の
歴
史

　
栃
木
県
内
初
の
公
立
文
学
館
。
市
ゆ

か
り
の
作
家
で
あ
る
山
本
有
三
、
吉
屋

信
子
、
柴
田
ト
ヨ
を
中
心
に
、
文
学
に

関
す
る
展
示
や
市
史
に
足
跡
を
遺
し
た

先
人
た
ち
の
紹
介
、
旧
栃
木
町
役
場
庁

舎
に
関
す
る
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
文
学
館
の
建
物
は
大
正
10
年
に
栃
木

県
庁
跡
地
の
一
画
に
栃
木
町
役
場
庁
舎

と
し
て
建
て
ら
れ
、
平
成
26
年
ま
で
約

90
年
間
に
わ
た
り
町
役
場
・
市
役
所
と

し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

栃
木
市
立
文
学
館

栃
木
市
入
舟
町
７-

３
１

☎
0
2
8
2-

2
５-

５
４
０
０

＃004＃004
県
庁
の

記
憶
県
庁
の

記
憶

か
た
お
か
じ
ょ
し
ょ
う

な
べ
し
ま
て
い
か
ん

旧栃木県庁舎（片岡写真館蔵）



栃木県誕生150年特設サイト（栃木市HP内）▶

西方村では江戸時代に造ら
れた小倉堰からの豊かな水
を利用した稲作が盛んで、
「西方五千石」と言われる
ほどの米どころだった。
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～明治時代を振り返る～栃木市回顧

栃木県発祥の地

栃木市
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栃木県誕生150年

真名子小学校
西方小学校

家中小学校
合戦場小学校

吹上小学校 国府北小学校

大宮北小学校

部屋小学校

藤岡小学校

千塚小学校

栃木県発祥の地
The Origin of  T

ochigi

【西方地域】

明治の栃木町は県内商業の
中心であり、宇都宮町に次
ぐ商都だった。明治26年に
は県内初、関東では東京、
横浜に次いで3番目に商工
会議所が設立された。

【栃木地域】

大平地域の特産品であるぶ
どうの栽培の歴史は古く、
明治末期に富山村（大平西
地区）で始まったと言われ
ている。

【大平地域】

都賀地域では農業が主要産
業で、米、麦と並んで麻が
生産されていた。栃木県産
の麻は野州麻と呼ばれ、明
治時代に最盛期を迎えた。

【都賀地域】

岩船山の岩舟石の採掘は明
治期に最盛期を迎え、鉄道
工事や神社の石垣、石段等
によく利用されていた。栃
木町に建てられた県庁にも
多くの岩舟石が使用されて
いた。

【岩舟地域】

渡良瀬川の氾濫や足尾鉱毒
事件により、群馬県との境
の辺りを流れていた渡良瀬
川の改修が行われ、谷中村
が廃村になった。

【藤岡地域】

栃木県が誕生した明治時代に、現在の栃木市がどのような様子だったのか振り返ってみましょう。
市内には、栃木県が誕生した明治６年に創立し、今年150年を迎える小学校が10校あります。

明治5年に近代的学校制度である「学制」が出されたことを
受けて、●の小学校が明治6年に創立され、今年150年を迎
えます。その後、各地域に多くの小学校が創立しました。


